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平
成
19
年
元
旦
は
穏
や
か
に
明

け
、
金
剛
山
山
頂
か
ら
、
17
年
ぶ

り
の
初
日
の
出
を
拝
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
穏
や
か
な
年
明
け
と

は
裏
腹
に
、
地
方
行
政
は
も
の
す

ご
い
勢
い
で
変
貌
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
に
３，

２
１
８
あ
っ
た

市
町
村
が
、こ
の
３
月
に
は
約
１，

８
０
０
に
な
る
予
定
で
す
。約
１，

４
０
０
の
市
町
村
が
新
た
な
〝
ま

ち
〞
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
57
年

に
本
村
と
友
好
提
携
を
結
ん
だ
和

歌
山
県
中
辺
路
町
も
平
成
17
年
５

月
に
田
辺
市
と
合
併
し
、
新
「
田

辺
市
」
と
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
就
任
当
初
か
ら
、「
福

岡
県
赤
池
町
（
当
時
直
近
の
財
政

再
建
団
体：

平
成
３
年
〜
平
成
12

年
の
10
年
間
）
に
は
な
り
た
く
な

い
」
を
合
言
葉
に
、
厳
し
い
歳
出

カ
ッ
ト
を
行
い
、
役
場
内
部
の
経

費
削
減
は
も
と
よ
り
、
村
民
の
皆

さ
ん
に
も
忍
耐
を
強
い
て
き
ま
し

た
。
昨
年
、
夕
張
市
問
題
が
表
面

化
し
て
以
来
、「
村
は
大
丈
夫
か
？
」、

「
夕
張
市
み
た
い
に
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
ね
？
」
な
ど
尋
ね
ら
れ
ま

す
。
そ
の
度
に
私
は
、「
我
々
が

力
を
合
わ
せ
れ
ば
村
は
大
丈
夫
で

す
」
と
答
え
て
き
ま
し
た
。

最
近
、
本
村
の
よ
う
な
小
規
模

な
市
町
村
に
と
っ
て
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
次
か
ら
次
へ
と
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
平
成

15
年
度
か
ら
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ（
総
合
行

政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）と
呼
ば
れ
る

行
政
間
を
相
互
に
接
続
す
る
行
政

専
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
運
用
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
経
費
に
つ
い

て
は
、
人
口
約
６，

７
０
０
人
の

本
村
と
、例
え
ば
約
１
２
３，
０
０

０
人
の
富
田
林
市
で
も
同
じ
額
で

す
。
住
民
一
人
当
た
り
の
経
費
負

担
割
合
に
換
算
す
る
と
、
富
田
林

市
の
約
19
倍
に
も
な
り
ま
す
。
ゴ

ミ
、
し
尿
の
処
理
経
費
の
90
％
は

人
口
割
で
す
が
、
残
り
の
10
％
は

均
等
割
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
住
民

一
人
当
た
り
の
ゴ
ミ
、
し
尿
処
理

経
費
は
、
富
田
林
市
と
比
較
す
る

と
約
14
％
村
の
ほ
う
が
高
く
な
り

ま
す
。

さ
ら
に
平
成
20
年
４
月
か
ら
府

内
全
市
町
村
の
広
域
連
合
（
事
務

処
理
を
市
町
村
の
区
域
を
越
え
て

広
域
に
わ
た
り
処
理
す
る
広
域
行

政
体
）
で
行
わ
れ
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
（
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
な
ど
を
被
保
険
者
と
し
た
独

立
し
た
医
療
保
険
制
度
）
で
は
、

事
務
費
の
５
％
が
均
等
割
と
な

り
、
大
阪
市
と
比
較
す
る
と
、
住

民
一
人
当
た
り
の
経
費
負
担
割
合

は
約
10
倍
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
行
政
の
効

率
化
や
広
域
化
が
一
層
進
む
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
地
方
分
権
改
革

な
ど
に
よ
り
、
本
村
の
よ
う
な

「
小
さ
な
村
」
に
と
っ
て
は
近
隣

市
町
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
費

の
面
で
は
大
変
、
非
効
率
さ
を
感

じ
ま
す
。

「
小
さ
な
村
」
が
現
状
の
ま
ま

で
、
果
た
し
て
い
つ
ま
で
耐
え
て

い
け
る
か
ど
う
か
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
あ
り
、
ま
た
ど
こ
ま
で

が
ん
ば
れ
る
か
、懸
念
さ
れ
る
中
、

私
は
、
今
後
も
こ
の
千
早
赤
阪
と

い
う
地
域
が
生
き
残
っ
て
い
く
た

め
に
は
、「
小
さ
な
村
」
と
い
う

行
政
の
枠
組
み
を
越
え
、
大
き
な

器
の
中
で
新
た
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
住
民
の
幸
せ

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
村
の
将
来
見
込
み
の

研
究
な
ど「
今
後
の
村
の
あ
り
方
」

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

村
民
の
皆
さ
ん
や
議
員
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
地
方
分
権
改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
、
将
来
に
わ
た
り
村

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

そ
の
役
割
を
担
う
行
政
の
、
強
固
な
財
政
基
盤
、
事
務
処
理
の
対
応
能
力

な
ど
総
合
的
な
行
政
能
力
の
向
上
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

村
財
政
は
依
然
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
現
在
、
元
気
プ
ラ
ン

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
も
の

の
、
予
想
を
上
回
る
勢
い
で
社
会

情
勢
は
変
化
し
て
お
り
、
特
に
地

方
交
付
税
改
革
や
税
源
移
譲
、
さ

ら
に
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
人
口

減
少
な
ど
を
考
え
る
と
、
村
財
政

の
基
盤
は
よ
り
一
層
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

2

千
早
赤
阪
村
の
明
日
を
考
え
る
――

「
今
後
の
村
の
あ
り
方
」
を
検
討
し
ま
す

ポ
イ
ン
ト
―
―
―

強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立

Ⅱ

ポ
イ
ン
ト
―
―
―

地
方
分
権
へ
の
対
応

Ⅲ

国
で
は
、
国
と
地
方
（
都
道
府

県
や
市
町
村
）
と
の
役
割
を
明
確

に
し
、
地
方
が
自
ら
の
責
任
と
判

断
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
施
策
の
内

容
を
決
定
し
、
実
施
し
て
い
く
地

方
分
権
改
革
（
地
方
に
で
き
る
こ

と
は
地
方
で
）
を
強
力
に
進
め
て

お
り
、
よ
り
一
層
の
事
務
や
権
限

委
譲
が
推
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
財
源
に
つ
い
て
も
、
税
財
源

措
置
（
税
源
移
譲
）
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
方
分
権
に
よ
り
権
限
委
譲
や

権
能
強
化
、
地
域
の
戦
略
立
案
な

ど
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
本
村
の

場
合
、
厳
し
い
行
財
政
運
営
に
よ

り
、
さ
ら
に
規
模
（
財
政
や
組
織

な
ど
）
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い

実
情
を
踏
ま
え
る
と
、
果
た
し
て

「
小
さ
な
村
」
が
今
後
も
持
ち
こ

た
え
て
い
け
る
か
ど
う
か
懸
念
さ

れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
秘
書
政
策
課
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1,489
1,379 1,242 1,052 1,003 993 960

742 710 682 660 636 623 626

1,489
1,379 1,242 1,052 1,003 993 960

742 710 682 660 636 623

基金残高  1,469　1,297　1,087　  631　   563　   465  359（百万円） 
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18（見込） 

村税、地方交付税及び基金残高の推移 （単位：百万円） 
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だ
よ
り
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第
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号

案
　
　
　
　
件

議
決
結
果

12
月
定
例
会
議
決
結
果
一
覧

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
等
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
副
村
長
定
数
条
例
制
定
に
つ
い
て

○
災
害
に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
村
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に

つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
立
学
校
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
千
早
赤
阪
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

○
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
富
美
山
環
境
事
業
組
合
規
約
の
変
更
に
係
る
協
議
に
つ
い
て

○
南
河
内
清
掃
施
設
組
合
規
約
の
変
更
に
係
る
協
議
に
つ
い
て

○
大
和
川
下
流
流
域
下
水
道
組
合
規
約
の
変
更
に
係
る
協
議
に
つ
い
て

○
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
（
花
折
水
路
）
の
施
行
に
つ
い
て

○
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
）
に
つ
い
て

○
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

回
）
に
つ
い
て

○
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

に
つ
い
て

○
療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
計
画
の
中
止
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
日
数

制
限
の
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
　

○
「
法
テ
ラ
ス
」
の
更
な
る
体
制
整
備
・
充
実
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

原
案
同
意
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
多
数
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

原
案
可
決
（
全
員
）

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平
成
18
年
12
月
の
千
早
赤
阪
村
議
会
定
例
会
（
第
４
回
）
は

12
月
６
日
に
開
会
し
、
人
事
案
件
や
条
例
制
定
・
改
正
、
補
正

予
算
、
意
見
書
な
ど
計
17
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
し
、

19
日
の
一
般
質
問
を
も
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

意
　
見
　
書

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
大

臣
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
計
画
の

中
止
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
日
数

制
限
の
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書

医
療
制
度
改
革
関
連
法
は
療
養
病

床
を
15
万
床
削
減
の
計
画
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
脳
梗
塞
の
後
遺
症
や
高

度
の
認
知
症
な
ど
の
人
は
、
介
護
施

設
の
不
足
で
行
き
場
が
な
く
な
る
。

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
の
日
数
制
限
は

日
常
生
活
へ
の
復
帰
を
め
ざ
す
訓
練

が
打
ち
切
ら
れ
、
自
費
診
療
で
の
継

続
が
必
要
に
な
る
。
医
療
や
介
護
の

環
境
整
備
、
拡
充
を
強
く
求
め
る
。

「
法
テ
ラ
ス
」の
更
な
る
体
制
整
備
・

充
実
を
求
め
る
意
見
書

司
法
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、

法
律
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
身
近
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
日
本
司

法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
　
法
テ
ラ

ス
）
が
設
立
さ
れ
た
。
法
テ
ラ
ス
の

体
制
充
実
の
た
め
、
①
ス
タ
ッ
フ
弁

護
士
の
大
幅
増
員
②
高
齢
者
、
障
害

者
な
ど
へ
の
出
張
相
談
③
休
日
業
務

の
実
施
④
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
を
早

急
に
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

わ
が
国
の
老
人
保
健
医
療
は
、
昭

和
58
年
２
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
老

人
保
健
法
」
に
よ
り
、
充
実
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

現
行
制
度
の
概
要
は
、

〇
事
業
主
体
は
市
町
村

〇
対
象
者
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
65
歳
以
上
の
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
も
の

〇
自
己
負
担
は
１
割
（
一
定
所
得
以

上
の
者
は
２
割
）

〇
保
険
料
は
各
医
療
保
険
者
に
納
付

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
制
度
も
現
役
世
代

と
高
齢
者
世
代
の
負
担
の
不
公
平
が

指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
15
年

度
で
は
31
・
５
兆
円
の
国
民
医
療
費

の
内
、
11
・
７
兆
円
を
老
人
医
療
費

が
占
め
、
今
後
も
高
齢
化
が
急
速
に

進
み
、
老
人
医
療
費
の
急
増
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
誰
が
ど
の
よ
う

に
負
担
し
て
い
く
の
か
、
高
齢
者
医

療
制
度
が
議
論
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
解
決
の
た
め
、
国
で
は

老
人
保
健
法
を
「
高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
名
し
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
概
要
は
、

〇
事
業
主
体
は
大
阪
府
下
全
市
町
村

が
加
入
す
る
「
広
域
連
合
」
に
よ

っ
て
運
営
、
従
っ
て
保
険
料
は
大

老
人
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す

阪
府
下
同
じ
保
険
料

〇
対
象
者
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
65
歳
以
上
の
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
害
の
状
況
に
あ
る
も
の

〇
病
院
に
か
か
っ
た
場
合
の
自
己
負

担
は
１
割
（
一
定
所
得
以
上
の
者

は
３
割
）

〇
医
療
給
付
の
財
源
は
、
公
費
５

割
・
現
役
世
代
（
後
期
高
齢
者
支

援
金
）
が
４
割
・
高
齢
者
の
負
担

が
原
則
１
割
（
保
険
料
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
番
大
き
な
見
直
し
は
現
在
、
市

町
村
ご
と
に
対
処
し
て
い
る
老
人
保

健
医
療
が
、
連
合
組
織
の
も
と
で
運

営
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
は
連

合
の
組
織
に
加
入
し
、
保
険
料
を
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
保
険
料
で
す
が
、
国
の
試
算

で
は
、
厚
生
年
金
の
平
均
的
な
年
金

額
（
２
０
８
万
円
）
受
給
者
で
月
額

６
２
０
０
円
、
基
礎
年
金
受
給
者
で

自
営
業
の
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る

者
の
保
険
料
月
額
３
１
０
０
円
、
基

礎
年
金
受
給
者
の
保
険
料
月
額
は
９

０
０
円
と
し
て
い
ま
す
が
、
大
阪
府

は
医
療
給
付
費
が
全
国
平
均
を
上
回

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
干
高
く
な

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
導
入
さ
れ
ま
す
。
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清
井
議
員

井
上
議
員

今
後
の
村
の
小
学
校
の
あ
り
方

―
統
合
―

今
後
の
村
の
小
学
校
の
あ
り
方

―
統
合
―

行
財
政
改
革
で
歳
出
削
減
に
努

め
ら
れ
て
い
る
が
、高
齢
化
が
進
み
、

村
税
、
交
付
税
の
落
ち
込
み
で
財
政

が
圧
迫
さ
れ
て
ゆ
く
中
、
財
源
確
保

の
一
環
と
し
て
村
の
市
街
化
調
整
区

域
の
根
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、
企

業
、
商
業
等
の
誘
致
を
早
期
に
図
る

べ
き
で
あ
る
。

村
と
し
て
一
日
も
早
い
市
街
化

推
進
の
た
め
、
大
森
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
活
動
支
援
を
行
い
な
が

ら
関
係
地
権
者
の
合
意
を
得
て
市
街

化
の
促
進
を
図
る
。
現
状
は
、
多
く

の
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
、
直
ち
に
市
街

化
区
域
に
は
で
き
な
い
が
、
調
整
区

域
に
お
い
て
も
開
発
可
能
と
な
る

「
地
区
計
画
制
度
」
を
活
用
し
、
良

好
な
街
並
み
の
形
成
や
財
源
確
保
を

図
り
た
い
。

昨
今
、
尊
い
命
を
自
ら
の
手
で

途
絶
え
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
い
じ
め
」
に
よ
る
自
殺
行
為
は
大

き
な
社
会
問
題
で
あ
る
。
教
育
委
員

会
は
児
童
生
徒
、
保
護
者
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
指
導
を
さ
れ
て
い
る
の

か
。

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
心
の

訴
え
を
感
じ
取
る
洞
察
力
を
も
っ
て
、

現
状
を
把
握
し
、
気
に
な
る
児
童
生

徒
に
対
し
て
は
、
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
す
る
事
を
重
点
と
し
て
い
る
。

今
後
も
、
各
学
校
の
実
情
を
把
握

し
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
心
が

け
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
育
や
人

間
関
係
力
を
高
め
る
教
育
活
動
の
推

進
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
く
。

17
年
度
の
決
算
は
、
実
質
単
年

度
収
支
で
赤
字
を
計
上
し
た
。

予
算
編
成
は
財
政
運
営
で
最
も
重

要
な
事
業
で
あ
る
。
事
業
の
内
容
を

精
査
し
、
予
算
編
成
の
段
階
に
お
い

児
童
生
徒
に
対
す
る

生
活
指
導
は

児
童
生
徒
に
対
す
る

生
活
指
導
は

村
の
財
源
確
保
の
た
め

市
街
化
調
整
区
域
の

見
直
し
を

村
の
財
源
確
保
の
た
め

市
街
化
調
整
区
域
の

見
直
し
を

橋
爪
議
員

19
年
度
予
算
編
成
の

構
想
は

19
年
度
予
算
編
成
の

構
想
は

12
月
議
会
で
は
、
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
（
５
０
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た
議
員
の
責
任
で
作
成
し
た

も
の
で
す
。

平
成
14
年
に
、
村
小
学
校
問
題

審
議
会
か
ら
「
今
後
の
小
学
校
の
あ

り
方
」
と
し
て
「
新
設
１
校
が
望
ま

し
い
」
と
い
う
答
申
が
示
さ
れ
た
。

し
か
し
翌
年
、
財
政
事
情
に
よ
り
、

こ
の
答
申
は
凍
結
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
更
に
少
子
化
が
進
み
、

多
聞
小
・
千
早
小
の
児
童
数
は
複
式

学
級
の
レ
ベ
ル
に
至
っ
た
。

教
育
委
員
会
は
多
聞
・
千
早
校
区

の
関
係
者
と
「
統
合
」
に
つ
い
て
懇

談
会
を
持
ち
、
多
聞
に
つ
い
て
は
平

成
19
年
４
月
か
ら
赤
阪
と
、
千
早
に

つ
い
て
は
20
年
４
月
か
ら
小
吹
台
と

統
合
と
い
う
方
針
を
示
し
た
。

そ
こ
で
、以
下
２
点
お
聞
き
す
る
。

一
、「
新
設
１
校
」
の
答
申
は
今
後

ど
う
扱
わ
れ
る
の
か
。
条
件
が
整

え
ば
実
現
す
る
の
か
。

二
、
千
早
・
小
吹
台
統
合
に
つ
い
て
、

①
千
早
校
区
で
の
意
見
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

②
平
成
20
年
４
月
に
統
合
す
る
方
針

に
揺
る
ぎ
は
な
い
の
か
。

一
、「
答
申
」
に
つ
い
て
は
、

将
来
に
亘
り
尊
重
し
て
い
く
。

今
回
の
統
合
の
提
案
は
、
教
育
効

果
を
上
げ
る
に
は
答
申
の
趣
旨
を
生

か
し
、
４
校
体
制
か
ら
２
校
体
制
に

す
る
の
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
判
断
し

た
も
の
で
あ
る
。

二
、
千
早
小
に
つ
い
て
は
懇
談
会
で

頂
い
た
意
見
を
重
く
受
け
止
め
、
統

合
の
条
件
等
を
慎
重
に
相
談
し
な
が

ら
、方
針
ど
お
り
進
め
て
参
り
た
い
。

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問 

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問 

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問 

い
っ
ぱ
ん
質
問 

森屋北部の大森地区
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浅
野
議
員

い

じ

め

対

策

は

い

じ

め

対

策

は

受
領
委
任
払
い
制
度
の
拡
充
を
！

受
領
委
任
払
い
制
度
の
拡
充
を
！

て
収
支
の
見
通
し
を
立
て
る
事
が
必

要
で
あ
る
。
19
年
度
の
予
算
編
成
の

構
想
に
つ
い
て
伺
う
。

元
気
プ
ラ
ン
に
よ
る
取
り
組
み

は
勿
論
の
事
、
踏
み
込
ん
だ
行
財
政

改
革
を
進
め
る
た
め
選
択
と
集
中
を

念
頭
に
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
健
全
な
行
財
政
を
行
う
た
め
、

さ
ら
な
る
改
革
を
進
め
再
建
団
体
に

な
ら
な
い
よ
う
調
査
研
究
チ
ー
ム
を

作
り
、
今
後
の
村
の
在
り
方
に
つ
い

て
総
合
的
な
検
討
を
し
て
行
き
た
い
。

全
国
で
「
い
じ
め
」
の
事
件
が

多
発
し
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
本
村
で
は
そ
の
よ
う
な
事
例

は
な
い
の
か
、
ま
た
保
護
者
と
の
連

携
、教
員
へ
の
指
導
に
つ
い
て
伺
う
。

過
去
、
事
件
に
な
っ
た
事
は
な

い
が
、取
り
組
ん
だ
報
告
は
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
の
重
大
性
を
再
認
識
す

る
と
共
に
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
・

協
力
し
て
迅
速
に
対
処
す
る
。

教
員
へ
の
指
導
は
問
題
の
早
期
発

見
に
重
点
を
置
き
、
学
校
全
体
で
取

り
組
ん
で
行
く
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

事
件
が
発
生
し
て
か
ら
の
対
応

で
は
遅
い
。
未
然
に
防
止
す
る
た
め

の
組
織
が
必
要
で
は
な
い
か
。

新
た
に
組
織
を
作
る
事
は
考
え

て
い
な
い
。
現
存
す
る
組
織
を
発
展

さ
せ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

現
在
、
い
じ
め
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
先
月
、
富
田
林
市
の

中
学
校
で
い
じ
め
に
よ
り
自
殺
す
る

と
い
う
事
件
が
起
っ
て
お
り
、
本
村

と
し
て
の
把
握
方
法
と
対
策
は
。

本
村
で
は
、
学
校
園
で
起
き
る

問
題
事
案
に
つ
い
て
は
、
随
時
報
告

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
予
兆
的
な
行

為
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
も
、
い
じ

め
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
の
視
点
を

も
っ
て
、
学
校
に
お
い
て
対
応
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

教
育
長
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て

「
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
」

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
た
い
。

い
じ
め
を
深
刻
に
受
け
止
め
て

い
る
。
子
ど
も
を
よ
く
見
て
い
き
、

親
も
教
師
も
子
ど
も
の
良
き
相
談
相

手
と
な
る
よ
う
心
掛
け
て
も
ら
い
た

い
。
小
さ
な
事
で
も
学
校
全
体
の
問

題
と
し
て
指
導
し
て
い
く
。

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
な

ど
全
て
の
関
係
者
が
、
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
が
、

本
年
10
月
か
ら
35
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
。「
子
育
て
支
援
策
」
の
一

環
と
し
て
、
受
領
委
任
払
い
制
度
を

拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

医
療
機
関
窓
口
で
の
多
額
の
出

産
費
用
の
支
払
い
を
気
に
せ
ず
、
安

心
し
て
出
産
し
て
頂
く
た
め
、
受
領

委
任
払
い
制
度
の
実
施
に
向
け
、
近

隣
の
市
町
と
共
に
周
辺
の
医
師
会
、

医
療
機
関
と
調
整
し
、
平
成
19
年
４

月
よ
り
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
保
事
業
の
義
務
と
な
る
予
防

検
診
費
用
で
被
保
険
者
の
負
担
は
。

平
成
20
年
か
ら
40
歳
以
上
の
被

保
険
者
ら
に
糖
尿
病
等
の
検
診
と
保

健
指
導
が
義
務
化
さ
れ
、
今
後
、
医

療
費
全
体
の
分
析
、
検
診
デ
ー
タ
か

ら
実
施
計
画
を
立
て
て
進
め
ま
す
。

負
担
額
は
内
容
に
よ
り
明
確
で
な

い
が
、
定
め
た
額
を
国
・
府
１
／
３

ず
つ
、
そ
れ
以
上
は
受
診
者
負
担
と

し
て
い
ま
す
。

長
野
県
の
泰
阜
村
で
は
一
般
検

診
は
村
診
療
所
で
、
特
定
が
ん
検
診

な
ど
は
専
門
医
で
実
施
し
効
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
本
村
も
見
直
し
を
。

ガ
ン
検
診
な
ど
専
門
医
療
機
関

で
行
え
ば
、
検
診
機
会
拡
大
に
な
る

が
、
費
用
面
か
ら
難
し
い
。

４
月
施
行
の
自
立
支
援
法
で
、

障
害
者
の
利
用
料
負
担
軽
減
を
府
や

国
も
行
い
ま
す
が
、
内
容
は
。
ま
た

補
助
を
受
け
る
た
め
村
で
制
度
化
が

必
要
で
す
。

府
は
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
や
日
常
生

活
用
具
の
利
用
料
に
上
限
を
設
け
て

軽
減
を
図
る
市
町
村
に
補
助
さ
れ
ま

す
。国

で
は
、
利
用
料
の
激
変
緩
和
、

障
害
区
分
見
直
し
や
施
設
入
所
期
限

５
年
後
も
継
続
な
ど
改
善
措
置
が
さ

れ
ま
す
。
国
へ
の
要
望
は
、
実
態
な

ど
見
な
が
ら
必
要
な
点
は
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

利
用
料
軽
減
の
補
助
は
、
村

が
軽
減
し
た
事
業
に
さ
れ
る
の
で
独

自
で
制
度
化
が
必
要
で
す
。

野
上
議
員

住
民
検
診
の

見
直
し
に
よ
る

改
善
・
充
実
を

住
民
検
診
の

見
直
し
に
よ
る

改
善
・
充
実
を

障
害
者
の
利
用
料
・

負
担
軽
減
の

制
度
化
を

障
害
者
の
利
用
料
・

負
担
軽
減
の

制
度
化
を

い
じ
め
問
題
の
状
況

と
防
止
対
策
は

い
じ
め
問
題
の
状
況

と
防
止
対
策
は

や
す
お
か



人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
す

す
む
な
か
、
全
国
で
は
地
域
活
性
化

の
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

①
「
千
早
赤
阪
村
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
」
の
活
動
を
村
外
に
発
信

し
、
事
業
を
具
体
化
で
き
る
よ
う
村

と
し
て
努
力
す
べ
き
だ
。

②
空
き
家
住
宅
・
空
き
農
地
の
紹
介

公
共
施
設
は
来
村
者
も
気
軽
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
、
い

き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
の
「
村
外

の
方
進
入
禁
止
」
マ
ー
ク
は
閉
鎖
的

だ
。野

外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
バ
ン
ガ
ロ

ー
は
村
木
材
を
利
用
し
て
、
来
年
に

は
利
用
で
き
る
よ
う
改
修
し
て
施
設

の
有
効
活
用
を
図
る
べ
き
だ
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
福
祉
施
設

で
村
外
の
方
の
利
用
は
で
き
な
い
旨

表
示
し
て
い
る
。
看
板
の
内
容
に
つ

い
て
公
共
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

と
す
る
た
め
、
協
議
し
て
い
く
。

森
林
組
合
の
端
材
利
用
の
検
討
を

行
な
っ
て
い
る
が
、将
来
的
な
こ
と
、

費
用
面
な
ど
研
究
し
結
論
を
出
す
。

全
体
が
朽
ち
果
て
る
の
を
待

っ
て
い
る
よ
う
で
、
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
相
反
す
る
対
応
だ
。
現
存
施

設
を
活
用
し
元
気
な
村
づ
く
り
に
生

か
す
べ
き
だ
。

シ
ス
テ
ム
を
役
場
に
設
け
、
活
性
化

に
向
け
た
努
力
が
必
要
だ
。

４
月
に
発
足
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
は
21
名
で
７
回
開
催
さ

れ
、
活
発
な
意
見
提
案
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
情
報
発
信
の
必
要
性
は
感

じ
て
お
り
検
討
し
て
い
く
。

統
合
に
あ
た
り
、
子
ど
も
達
に

不
安
を
与
え
る
が
、
そ
の
「
心
の
ケ

ア
」
や
悩
み
の
相
談
は
。

ま
た
、
通
学
方
法
や
跡
地
利
用
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

統
合
ま
で
に
児
童
の
不
安
を
解

消
す
る
た
め
に
、
赤
阪
小
と
多
聞
小

の
児
童
の
交
流
機
会
を
増
や
す
と
共

に
、
多
聞
小
で
は
臨
床
心
理
士
に
よ

る
相
談
も
行
っ
て
い
る
。

統
合
後
の
赤
阪
小
に
お
い
て
は
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用
も

除
去
工
事
期
間
と
除
去
工
事
方

法
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、工
事
用
廃
材
の
処
置
方
法
は
。

11
月
に
契
約
を
締
結
し
、
工
事

期
間
は
３
月
16
日
ま
で
、
方
法
は
養

生
シ
ー
ト
敷
設
後
、
粉
塵
飛
散
抑
制

剤
を
散
布
し
、
室
内
の
空
気
圧
を
減

圧
し
た
上
で
取
り
除
く
。

工
事
用
廃
材
は
専
用
袋
に
詰
め
、

中
味
が
ア
ス
ベ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を

表
示
し
て
搬
送
す
る
。
現
場
は
厳
重

に
遮
断
し
、
立
入
禁
止
と
す
る
。

含
め
、学
校
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

通
学
方
法
に
つ
い
て
、
安
全
な
通

学
の
た
め
に
は
、
村
と
し
て
通
学
バ

ス
を
運
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

小
学
校
の
跡
地
利
用
は
、
国
庫
及

び
府
費
補
助
金
の
返
還
や
借
入
金
の

繰
上
償
還
な
ど
の
必
要
が
な
い
よ
う

な
用
途
で
地
域
の
意
見
も
聞
き
、
住

民
福
祉
に
つ
な
が
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

音
滝
橋
か
ら
終
点
の
東
水
分
ま

で
の
間
は
、
１
・
３
km
あ
る
が
バ
ス

停
は
な
い
。
設
置
を
望
む
声
が
地
元

か
ら
出
て
い
る
。
以
前
に
質
問
し
た

が
設
置
の
取
り
組
み
を
。

再
三
設
置
の
要
望
を
受
け
て
い

る
。
そ
の
時
点
で
バ
ス
会
社
に
設
置

要
請
を
し
て
い
る
が
、
未
だ
設
置
さ

6

関
口
議
員

自
然
を
活
か
し
た
村
づ
く
り
の
た
め
に

自
然
を
活
か
し
た
村
づ
く
り
の
た
め
に

田
中
議
員

徳
丸
議
員

小
吹
台
小
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
日
程
は

小
吹
台
小
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
日
程
は

村
内
施
設
の
有
効
利
用
の
た
め
に

村
内
施
設
の
有
効
利
用
の
た
め
に

小
学
校
統
合
に
お
け
る
今
後
の
諸
課
題

小
学
校
統
合
に
お
け
る
今
後
の
諸
課
題

東
水
分
に
バ
ス
停
の

新
設
を

東
水
分
に
バ
ス
停
の

新
設
を

現在休止している野外活動センター

工事中の小吹台小音楽教室



れ
て
い
な
い
。
今
後
と
も
設
置
す
る

よ
う
バ
ス
会
社
に
要
望
し
て
い
く
。

６
月
議
会
で
中
学
校
給
食
の
実

施
に
つ
い
て
「
調
査
す
る
か
ど
う
か

検
討
し
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
経
過
と
今
後
の
方
針
は
。

調
査
し
た
結
果
、
府
内
の
中
学

校
で
の
実
施
率
は
10
・
１
％
。
男
女

の
好
み
の
違
い
や
食
べ
残
し
な
ど
が

問
題
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
受
け

入
れ
や
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
な
ど

に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

教
育
の
憲
法
と
も
い
わ
れ
て
い

る
教
育
基
本
法
の
改
悪
が
さ
れ
た
。

法
律
を
変
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
い

じ
め
が
な
く
な
る
と
は
思
え
な
い
。

大
事
な
こ
と
は
法
律
を
活
か
す
こ
と

で
は
な
い
か
。
教
育
長
の
所
見
は
。

い
じ
め
な
ど
を
含
む
諸
問
題

は
、
教
育
基
本
法
を
基
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

著
し
く
変
化
し
て
き
た
教
育
環
境

に
対
応
す
る
た
め
に
改
正
さ
れ
た
。

時
代
の
要
請
に
応
え
、
我
が
国
の
未

来
を
切
り
開
く
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

11
月
14
〜
15
日
、
市
町
村
合
併
と

財
政
健
全
化
に
つ
い
て
、
研
修
視
察

し
ま
し
た
。
日
南
町
は
人
口
６
６
６

０
人
、
高
齢
化
率
43
％
の
過
疎
の
町

で
す
。

自
立
の
町
を
め
ざ
し
、
行
財
政
改

革
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

特
徴
は
、
住
民
参
画
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、
そ
の
た
め
に
各
小
学

校
区
ご
と
に
４
人
の
校
区
担
当
職
員

を
配
置
し
て
い
る
こ
と
、
時
代
に
適

応
し
た
職
員
、
住
民
の
意
識
改
革
を

す
す
め
て
い
る
こ
と
、
効
率
的
な
行

政
運
営
と
財
政
の
健
全
化
を
す
す
め

て
い
る
こ
と
で
す
。

行
財
政
改
革
の
成
功
の
秘
訣
は
、

役
場
職
員
や
住
民
に
負
担
を
強
い
る

こ
と
で
は
な
く
、
行
財
政
改
革
と
は

何
か
を
認
識
し
本
音
と
建
前
を
使
い

分
け
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

村
と
し
て
参
考
に
で
き
る
内
容
で

す
。

は
村
診
療
所
に
来
て
診
て
も
ら
う
。

精
密
検
査
が
必
要
な
人
に
対
応
す
る

と
い
う
仕
組
み
を
取
っ
て
い
ま
す
。

検
診
車
で
の
検
診
が
ど
れ
だ
け
効
果

が
あ
る
か
疑
問
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。

な
死
を
迎
え
る
た
め
の
お
手
伝
い
が

在
宅
医
療
と
福
祉
だ
と
い
う
高
齢
社

会
と
村
の
福
祉
理
念
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
医
療
費
を
押
し
上
げ
る
原
因
は

「
終
末
医
療
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
泰
阜
村
で
は
入
院
と
同
レ
ベ
ル

の
医
療
を
在
宅
で
や
っ
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
「
泰
阜
村
社

会
福
祉
協
議
会
」
が
１
０
０
％
行
な

い
、
お
年
寄
り
一
人
ひ
と
り
の
環
境

を
す
べ
て
把
握
し
対
応
で
き
る
こ

と
、雇
用
確
保
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

集
団
検
診
は
や
ら
ず
、
心
配
な
人

長
野
県
泰
阜
村
は
、
村
の
診
療
所

と
福
祉
課
が
中
心
に
福
祉
や
医
療
の

充
実
に
取
り
組
み
、
保
険
料
、
医
療

費
抑
制
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

人
口
２
０
１
７
人
の
過
疎
の
地
域

で
、
高
齢
化
率
37
・
８
％
、
国
民
健

康
保
険
料
は
１
人
当
た
り
３
万
６
３

８
３
円
、
介
護
保
険
料
も
３
８
０
０

円
で
す
。
千
早
赤
阪
村
の
国
保
１
人

当
た
り
８
万
９
７
０
６
円
、
介
護
保

険
料
４
８
５
０
円
と
比
べ
非
常
に
低

い
保
険
料
で
す
。

人
間
ら
し
い
老
後
を
送
り
、
幸
せ
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を
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こ
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事

教
育
基
本
法
を

活
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す
こ
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事

中
学
校
給
食
の
実
施
を

中
学
校
給
食
の
実
施
を
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「
村
の
棚
田
を
守
り
た
い
」
そ
ん

な
思
い
で
仲
間
と
始
め
た
「
棚
田
守

り
隊
」
活
動
。
地
主
さ
ん
の
指
導
を

い
た
だ
き
、
今
年
で
２
回
目
の
収
穫

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
棚

田
を
守
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
変

か
、
農
家
の
１
年
間
の
仕
事
が
ど
ん

な
も
の
か
、
途
方
も
な
い
作
業
に
、

み
ん
な
と
協
働
し
て
や
り
遂
げ
た
達

成
感
。
振
り
返
っ
て
す
ば
ら
し
い
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
無
量

で
す
。

最
初
は
本
当
に
や
れ
る
の
か
？
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
節
々
に
地
主

さ
ん
や
隣
接
の
農
家
の
方
か
ら
、
指

導
や
励
ま
し
を
い
た
だ
き
、「
村
お

こ
し
・
活
性
化
に
自
分
た
ち
が
実
践

し
て
い
る
」と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

自
然
を
求
め
て
移
り
住
ん
だ
私
た
ち

が
、
今
度
は
自
然
を
守
る
立
場
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
村
外
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
あ
り
、
村
お
こ
し
に
少
し
で
も

役
立
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
メ

ン
バ
ー
は
農
業
を
守
る
こ
と
、
特
に

棚
田
を
保
全
す
る
大
変
さ
を
学
習
す

る
と
同
時
に
、
仲
間
と
作
業
す
る
充

実
感
で
、
楽
し
く
イ
キ
イ
キ
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
村
の
あ
ち

こ
ち
で
広
が
り
、
事
業
化
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
・
Ｓ

鳥
取
県
日
南
町
を
視
察
―
―
―
―
共
産
党
・
公
明
党
・
無
会
派

長
野
県
泰や

す

阜お
か

村
を
視
察
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
共
産
党



１．

村
・
府
民
税
の
申
告

が
必
要
な
人

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
千
早

赤
阪
村
に
住
ん
で
お
り
、
次
の
２
に

記
載
の
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
以

外
の
人
で
、
昨
年
１
年
間
（
平
成
18

年
１
月
か
ら
12
月
）
に
収
入
の
あ
っ

た
人
。

申
告
書
は
、公
営
住
宅
の
申
込
み
、

就
園
奨
励
費
の
補
助
、
各
種
融
資
の

所
得
証
明
、
私
立
高
校
の
授
業
料
の

軽
減
申
請
、
国
民
健
康
保
険
料
の
算

定
、
そ
の
他
各
種
証
明
の
基
礎
資
料

に
な
り
ま
す
。

昨
年
中
に
所
得
の
な
い
人（
学
生
、

病
気
、
家
事
手
伝
い
な
ど
）
や
非
課

税
所
得
（
雇
用
保
険
、
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
な
ど
）
の
み
の
人
も
、
申

告
が
な
い
と
非
課
税
証
明
書
な
ど
の

発
行
が
で
き
な
い
た
め
、
証
明
書
を

必
要
と
す
る
融
資
や
補
助
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
申

告
書
裏
面
の
無
収
入
欄
へ
記
入
の
う

え
、押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２．

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

¡
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
収
入

が
な
く
、
勤
務
先
か
ら
村
役
場
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
人

¡
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
人
（
納
税
相
談
の
結
果
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人

は
、村
・
府
民
税
の
申
告
の
み
必
要
）

３．

申
告
に
必
要
な
も
の

¡
印
鑑

¡
給
与
収
入
の
あ
る
人
は
、
源
泉
徴

収
票
（
平
成
18
年
分
）

¡
営
業
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
は

収
入
の
明
細
な
ど
所
得
の
分
か
る

も
の

¡
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
、
国

民
年
金
保
険
料
の
支
払
証
明
書

※
村
・
府
民
税
の
申
告
書
は
２
月
上

旬
に
税
務
課
よ
り
郵
送
し
ま
す
が
、

昨
年
度
の
実
績
で
抽
出
し
て
い
ま
す

の
で
、
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
の
に

申
告
書
が
送
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る
人

は
、
役
場
税
務
課
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
お
お
む
ね
次
の
①
②
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
人
に
は
、
申
告
書
を
送
付

し
ま
せ
ん
。

①
昨
年
度
、
村
・
府
民
税
を
特
別
徴

収
（
給
与
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る

人
で
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
人

②
昨
年
度
、
確
定
申
告
し
た
人

月　　日 時　　間 場　　　所

申告受付期間 ２月16日（金）～ 午前９時～午後５時30分 役場税務課
３月15日（木）

２月19日（月） 午前10時～午後３時
千早赤阪村コミュニティホール
（小吹台）

２月20日（火） 午後１時30分～３時 千早老人憩いの家
出張申告受付日

２月21日（水） 午前10時～午後３時
千早赤阪村コミュニティホール
（小吹台）

２月23日（金） 午前10時～午後３時 大阪南農協旧千早支店

申告受付日程

公的年金受給者確定申告事前相談

公的年金受給者などを対象とした確定申告期前の事前相談の指導・受付を行いますので

お越しください。

医療費控除・住宅借入金等特別控除・災害などによる雑損控除・山林所得・譲渡所得・

贈与税などの相談は受け付けておりませんので、確定申告期間中に富田林税務署で申告し

てください。（今年度より税務署からの広報は行われません）

日時 ２月６日（火）午前10時～午後３時

場所　いきいきサロン（くすのき・やまゆり）

富
田
林
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と

納
税
は
３
月
15
日
ま
で
、
個
人
事
業

者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

は
、
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
作
成
し

早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
郵
便
な
ど

に
よ
る
送
付
が
便
利
で
す
。

確
定
申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
人

は
、
申
告
書
控
え
の
ほ
か
返
信
用
封

筒
（
宛
名
を
記
入
し
、
切
手
を
貼
付
）

を
同
封
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
返
送
し

ま
す
。

医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
、
中
途
退
職
な
ど
で
還
付
申

告
を
さ
れ
る
人
の
申
告
書
の
受
付
お

よ
び
記
載
指
導
は
２
月
15
日
以
前
で

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
２
月
16
日

（
金
）か
ら
３
月
15
日
（
木
）ま
で
は
、

確
定
申
告
の
受
付
を
役
場
税
務
課
で

も
行
い
ま
す
。

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
・
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
・
譲
渡
所
得
・
山

林
所
得
・
災
害
な
ど
に
よ
る
雑
損
控

〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課
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村
・
府
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は
お
早
め
に

申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
（
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
）



除
に
つ
い
て
は
、
直
接
税
務
署
へ
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
富
田
林
税
務
署
で
は
、
申

告
期
間
中
の
平
日
（
月
〜
金
曜
日
）

以
外
で
も
２
月
18
日
・
25
日
に
限
り

日
曜
日
も
、
確
定
申
告
の
相
談
・
受

付
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
電

話
に
よ
る
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。こ

の
２
日
間
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◆
納
税
は
、
安
全
・
便
利
な
口
座

振
替
で
！
還
付
金
の
受
け
取

り
は
、
便
利
な
口
座
振
込
で
！

○
口
座
振
替
は
、

つ
い
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
る

こ
と
が
な
い
、
安
全
・
便
利
な
納
税

方
法
で
す
。
も
し
納
期
限
に
遅
れ
て

納
税
し
た
と
き
は
、
延
滞
税
を
納
税

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
「
申
告
所
得
税
」
や

「
消
費
税
」
の
納
税
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
手
続
き
は
、「
納
付
書
送
付

依
頼
書
・
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼

書
」
に
金
融
機
関
名
や
口
座
番
号
な

ど
の
必
要
事
項
を
記
入
い
た
だ
き
、

届
出
印
を
押
印
の
う
え
、
税
務
署
ま

た
は
預
貯
金
ご
利
用
の
金
融
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
込
は
、

指
定
の
あ
っ
た
預
貯
金
口
座
に
直

接
還
付
金
を
振
込
す
る
方
法
で
大
変

便
利
で
す
。
手
続
き
は
、
還
付
申
告

書
の
「
還
付
さ
れ
る
税
金
の
受
取
場

所
」
欄
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
還
付
申
告
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
開
設

年
金
受
給
者
や
給
与
所
得
者
で
医

療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
、
中

途
退
職
者
な
ど
で
還
付
申
告
を
す
る

人
の
た
め
の
申
告
会
場
（
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
確

定
申
告
の
手
引
き
」
に
基
づ
い
て
申

告
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
相
談
は

受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
確

定
申
告
期
間
中
に
税
務
署
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
で
す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
会
場
に
は
電
車
・
バ
ス
な
ど

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
上
場
株
式
な
ど
を

売
却
さ
れ
た
人
へ

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
ア
ク

セ
ス
し
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
収

入
金
額
な
ど
の
必
要
な
項
目
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
簡
単
に
申
告
書

や
計
算
明
細
書
な
ど
が
作
成
で
き
、

そ
れ
ら
を
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出

で
き
ま
す
。

ま
た
、
当
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た

デ
ー
タ
は
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
」
を
利
用
す

れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
税
務
署
に

送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
大
変

便
利
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
税
務
署
1
@4
３
２
８
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◆
自
動
車
の
登
録
手
続
は

お
早
め
に

お
持
ち
の
自
動
車
で
、
名
義
変
更

や
廃
車
の
手
続
な
ど
が
済
ん
で
い
な

い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

毎
年
３
月
は
、
自
動
車
の
登
録
手

続
が
１
年
中
で
最
も
集
中
し
ま
す
。

特
に
３
月
下
旬
は
窓
口
が
大
変
混

雑
し
、
手
続
き
に
何
時
間
も
か
か
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
登
録

の
手
続
な
ど
は
比
較
的
空
い
て
い
る

中
旬
ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

２月 ３月
相　談　会　場 16 19 20 21 22 23 26 27 28 1 2 5 6 7 8 9 12

金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月
富田林市市民会館
富田林市粟ケ池町2969-5 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
1@51101
太子町自然休養村管理センター
太子町山田88 ●
1(85517町役場
河内長野商工会館
河内長野市昭栄町7-3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
1%39900
L I C はびきの
羽曳野市軽里1-1-1 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
1072（958）2331
はびきのコロセアム
羽曳野市南恵我之荘4-237-4 ● ● ● ● ●
1072（937）3123
藤井寺市商工会館
藤井寺市岡1-2-16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
1072（939）7047
藤井寺市市民総合会館分館
藤井寺市沢田3-6-36 ● ● ● ●
1072（937）3425 ※臨時電話
大阪狭山市商工会館
大阪狭山市今熊1-540-3 ● ● ● ● ● ● ●
1072（365）3194
堺市美原商工会館
堺市美原区北余部661-4 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
1072（362）0011

◎所得税・個人事業者の消費税のために税理士が相談・指導を行います。なお譲渡所得・贈与税
の相談は、税務署でお願いします。
◎開設時間は、午前10時～正午、午後１時～４時です。（正午から１時までは相談を行っていません。）
◎来所者が多数の場合は、午前中の早い時間に当日すべての相談受付を締め切る場合があります
のでご了承ください。

〈問い合わせ〉富田林税務署・（社）富田林納税協会・近畿税理士会富田林支部

確定申告相談会場の開設のお知らせ
な
お
、
自
動
車
車
検
証
の
「
使
用

の
本
拠
の
位
置
」
が
大
阪
市
内
の
自

動
車
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が

「
大
阪
」、「
泉
」
で
あ
っ
て
も
、
な

に
わ
自
動
車
車
検
登
録
事
務
所
で
手

続
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
大
阪
運
輸
支
局

1
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
５
８

¡
な
に
わ
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

1
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
５
９

¡
和
泉
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

1
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
６
０

にせ税理士に注意!!
納税者の依頼による税務代理、税務相談、税

務書類の作成は、税理士の資格のない者が行っ
てはならないことになっています。
確定申告の時期には、税金の申告手続きなど

を税理士に依頼される機会が多いことに便乗し
て、税理士資格のない者が申告書の作成などを
行うことがあります。
このような「にせ税理士」は、税理士法に違

反するだけでなく、依頼した納税者にも迷惑を
かける結果になることがありますので、十分ご
注意ください。
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開設日 会場（所在地）

２月13日（火）～15日（木） 金剛団地中央集会所２階洋室
（富田林市寺池台１－９－７０）

２月６日（火）～15日（木） 河内長野市役所 8階802会議室
（土・日は除く） （河内長野市原町396－３）
２月５日（月）～14日（水） 藤井寺市市民総合会館別館中ホール
（土・日は除く） （藤井寺市北岡１－２－８）
２月７日（水）～15日（木） 大阪狭山市役所 3階第１・２会議室
（土・日は除く） （大阪狭山市狭山１－2384－１）
２月７日（水）～15日（木） 羽曳野市役所別館3階会議室
（土・日は除く） （羽曳野市誉田４－１－１）
２月１日（木）～７日（水） 堺市美原区役所別館3階会議室
（土・日は除く） （堺市美原区黒山167－１）



～千早赤阪村元気プロジェクト委員会報告～

昨年４月に立ち上げた「千早赤阪村元気プロジェクト委員会」は、住民・事業者・行政との協働による元気
な村づくりを推進することを目的としています。
委員会は、一般公募で募集した村民21人で構成され、「元気な村づくり」について様々な討論や検討を活発

に行っています。
会議はこれまでにほぼ毎月開催され、本年１月21日には第８回の会議が開催されました。
今後、村民の皆さんや村外に会議や活動内容について、広く情報発信していきますのでご協力をよろしくお願

いします。

元気な村づくりや身近な地域の活性化策を検討し、できることから実行することとして、自由で活発な議論
や様々な提案がされました。これまでの議論や提案を踏まえ、委員会としての取り組みについて取りまとめを
行い、それぞれの取り組みを通じ、村の一体的な活性化をめざすこととしています。
注）ただし、個々の取り組みについては、具体化され
つつある事業もありますが、引き続き、調査・研
究をしなければならない事業もあります。

●古民家ギャラリー構想（案）
村内の古民家をネットワークで結び、古民家を
利用した文化・芸術の交流の場や情報の発信基
地作りを行う。
●わさび構想（案）
村の新しい特産物としてわさび栽培を研究。
●結（ゆい）の里構想（案）
古民家や田んぼなどを舞台に自然と人との結び
つきをテーマとして情報発信を行う。
●健康づくり構想（案）
ヨガなどを通じて健康を保持するとともに医療
費の縮減を図る。
●サイクリング構想（案）
村の地形を活かしたサイクリングコースを設定
し、気軽に村外からも人々が訪れることにより地
域を活性化。
●道の駅「ちはやあかさか」の活性化（案）
●農林業の活性化（案）

村
で
は
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」（
平
成
17
年

10
月
）
の
施
行
に
よ
り
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
提
供
に
関
す
る
具
体
的
な
体
制
づ
く
り
や
同

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
確
保
す
る
た
め
、「
障
害
福
祉

計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
計
画
策
定
委
員
会
を
設

置
し
協
議
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
本
件
に
つ
い
て
広
く
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
く
、
下
記
の
要

領
で
意
見
募
集
を
行
い
ま
す
。

今
後
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
最
終
的
な
計
画
書
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

ご
意
見
は
専
用
用
紙
に
記
入
し
、「
持
参
」「
郵

送
」「
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見

に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○直接持参の場合　保健センター１階　
○郵送の場合　〒585－0041 千早赤阪村大字水分180

健康福祉課 福祉係
○ファックスの場合 0721&02021 健康福祉課 福祉係
■募集期間
２月９日（金）～20日（火）
※郵送の場合は、当日消印有効
■計画（素案）と専用の様式を設置している場所
保健センター１階、役場１階、小吹台連絡所、
いきいきサロン（やまゆり・くすのき）、くすのきホール
〈問い合わせ〉健康福祉課

提　　出　　方　　法 「
障
害
福
祉
計
画
」（
素
案
）
に

関
す
る
意
見
募
集
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これまでの主な会議内容

提案された具体的な取り組み（案）

創刊号

今後、これらの取り組み（案）の具体化に向け、元気プロジェクト委員会でさらに議論を進めていきます。
またご意見やご提案があれば、お気軽に申し出てください。 〈問い合わせ〉秘書政策課

“千早赤阪村を元気に”と思っている皆さん、
千早赤阪村元気プロジェクトに参加しませんか

◆テーマ …………“千早赤阪村を元気に”、地域の活性化を
図る

◆委員会開催 …… 月一回程度
◆報酬など ……… 手当、交通費などはありません。
◆応募資格 ……… 村内在住または在勤の人
◆応募方法 ……… 氏名、住所、性別、年齢、連絡先、村
の活性化に対するご意見や今回応募した理由、現在行
っている活動内容や所属団体を記入の上、持参、郵送、
ＦＡＸ、電子メールのいずれかの方法で役場秘書政策
課まで提出してください（様式は問いませんが、村ホ
ームページからもダウンロードできます）。

◆応募期間 ２月１日（木）から当面の間　

〈問い合わせ〉
〒585-8501 千早赤阪村大字水分180番地
千早赤阪村秘書政策課　企画広報係
10721&20081（内線212・213）50721&21880
ホームページ　　　
http://www.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/

メールアドレス
kikaku＠vill.chihayaakasaka.osaka.jp
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保
存
会
で
は
、「
緑
と
史
跡
の
ふ

る
さ
と
千
早
赤
阪
村
の
自
然
と
歴
史

を
次
の
世
代
へ
・
・
・
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
て
、
村
内
の
史
跡
な
ど

の
景
観
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

会
費

３，

０
０
０
円

受
付
　
随
時

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

6
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

1
&2
１
５
８
８

日
時

２
月
21
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
　
村
立
郷
土
資
料
館

２
階
研
修
室

講
師
　
伏
井
猛
朗
　
氏

費
用

５
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
立
郷
土
資
料
館

1
&2
１
５
８
８

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
で
は
、

19
・
20
年
度
の
建
設
工
事
や
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業
務

へ
の
入
札
参
加
資
格
申
請
の
中
間
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
前
年

度
に
受
け
付
け
し
た
も
の
は
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

２
月
１
日（
木
）〜
20
日（
火
）

提
出
方
法
　
郵
送
の
み
　

提
出
書
類

申
請
書
提
出
要
領
に
基
づ
き
作
成

提
出
要
領
の
配
布

２
月
20
日（
火
）ま
で
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時
）。
配
布
場

所
は
、
南
河
内
清
掃
施
設
組
合
第
１

清
掃
工
場
（
富
田
林
市
大
字
甘
南
備

２
３
４
５
）。
な
お
、
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
。

http://w
w
w
.m
inam

ikaw
atiseisou

sisetu.or.jp/

登
録
有
効
期
間

平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年

３
月
31
日
ま
で
（
２
年
間
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
総
務
室

1
#3
６
５
８
４

〜
２
月
は
生
活
排
水
対
策
推
進
月
間
〜

河
川
や
大
阪
湾
の
汚
れ
の
主
な
原

因
は
、
私
た
ち
の
生
活
排
水
に
よ
る

も
の
で
す
。
こ
の
生
活
排
水
の
影
響

は
、
特
に
２
月
を
中
心
と
し
た
冬
期

に
大
き
く
な
り
、
環
境
基
準
値
を
上

回
る
河
川
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
大
阪
府
で
は
、
毎
年
２
月
を

『
生
活
排
水
対
策
推
進
月
間
』
と
定

め
、
各
家
庭
に
お
い
て
、「
食
器
の

汚
れ
を
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
う
」
な

ど
の
取
組
み
の
浸
透
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
月
間
を
き
っ
か

け
に
、
ご
家
庭
で
で
き
る
工
夫
か
ら

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
阪
府
の
生
活
排
水
に
関
す
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.epcc.pref.osaka.jp

/kanri/seihai/

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
生
活
排
水
対
策
推
進
会
議

（
大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部
環
境

管
理
室
環
境
保
全
課
）

1
06
（
６
９
４
１
）
０
３
５
１

日
時
　
２
月
24
日（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
大

講
堂

（
羽
曳
野
市
学
園
前
３
―

２
―

１
）

内
容
　
基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

定
員

５
０
０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
）

申
し
込
み

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
）

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

1
０
７
２
（
９
５
６
）
３
３
４
５

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
は
、
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
と
お
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
募
金
額

２，
０
８
８，
０
６
０
円

（
内
訳
）

¡
戸
別
募
金
１，
９
０
１，
３
３
９
円

¡
団
体
募
金

８
０，
０
０
０
円

喫
茶
あ
じ
さ
い
１
０，
０
０
０
円

富
田
林
医
師
会
２
０，
０
０
０
円

大
阪
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
（
株
）

２
０，
０
０
０
円

Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会（
赤
阪
支
店
）

３
０，
０
０
０
円

¡
個
人
募
金

１
０
２，
０
０
０
円

匿
名
２
件
１
０
２，
０
０
０
円

¡
募
金
箱

４，
７
２
１
円

こ
の
募
金
を
次
の
と
お
り
配
分
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
配
分
額

２，
０
８
８，
０
６
０
円

（
内
訳
）

身
体
障
害
者
・
児
見
舞
金

２
３
５，
０
０
０
円

知
的
障
害
者
・
児
見
舞
金

９
５，
０
０
０
円

ね
た
き
り
老
人
見
舞
金８

０，
０
０
０
円

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会１

０
０，
０
０
０
円

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

１
０
０，
０
０
０
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会５

０，
０
０
０
円

母
子
福
祉
協
議
会

３
０，
０
０
０
円

遺
族
会

３
０，
０
０
０
円

地
区
福
祉
委
員
会３

０
０，
０
０
０
円

世
代
間
ふ
れ
あ
い
事
業

１，
０
６
４，
０
０
０
円

事
務
費

４，
０
６
０
円

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
小
滝
幸
雄
（
吉
年
１
０
８
）

１
０
０，
０
０
０
円

亡
妻
千
代
子
の
供
養
と
し
て

◎
大
橋
慶
二
（
東
阪
１
２
０
８
）

１
０
０，
０
０
０
円

瑞
宝
双
光
章
受
賞
記
念
と
し
て

◎
匿
名２

０，
０
０
０
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

楠
公
史
跡
保
存
会
会
員
の
募
集

「
郷
土
の
歴
史
を
な
ん
で
も
聞
い
て
」

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
の
入
札

参
加
資
格
申
請
の
中
間
受
け
付
け

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

〝
洗
剤
お
風
呂
洗
い
物
　

ち
ょ
っ
と
の
工
夫
で

き
れ
い
な
川
に
〞

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学

第
10
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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～休養・こころの健康　パート１～
『やってみよ、みんなとふれあい元気な村に』（スローガン）

村では少子高齢化が進む中、一人暮らしや一世代家庭が増え、人と人とのふれあいがだんだん少なくなりつつ

あります。地区や世代の隔たりなく、みんなが気軽に集まり話ができ、気持ちのよいあいさつを交わすことで、

さらに活気ある元気な村になっていくことを願っています。

①あいさつを交わそう！

あいさつは人と人とのふれあいの始まりです。「おはよう」、「いい天気ですね」こんな短い言葉にも人とふれ

あう暖かさを感じることができます。今の世の中、道で見知らぬ相手から声をかけられると不審に感じる人もあ

るかもしれません。しかし、同じ地域に住んでいれば必ずまた会う機会があるはずです。「あっ、あの人はあい

さつをしてくれた人だ。今度は自分からあいさつしよう！」・・・そうするうちに「あいさつを交わす仲」に発

展します。この発展は地域の人々のつながりを強くし、何事にも代えがたいすばらしい力を生むこともあるので

す。たとえば、孤独からの開放、災害時の助け合い、不審者を寄せつける隙を与えないなど。いつでもどこでも

誰でも始められる「あいさつ」で地域の輪を広げましょう！

②参加しよう！

地域では、ボランティアや老人会、地区福祉委員会な

どの主催する様々なイベント（集い）が開催されていま

す。老人憩いの家やいきいきサロンなど身近な施設での

催しに参加してみましょう。思い切って参加することで

地域の新しい発見やすてきな出会いがあるかもしれませ

ん。人が集まるところには笑い声がします。「笑い療法」

というものがあるくらい、笑っているだけで免疫力を高

める効果があるともいわれています。

人と人とのふれあいがあなたのこころや身体によい影

響を与えてくれることでしょう。

③家族と話そう！

一人に一台、テレビや携帯電話のある時代です。これらのメディアの発達によって、人と人との会話時間が失

われつつありませんか。

テレビやパソコンには数時間向かっているが、一番身近に感じられるはずの家族との会話の時間は一日のうち

何分くらいあるでしょうか。こころの触れ合いをあなたの身近な人から始めてみましょう。

④こんな時どうしよう・・・

「人に会うのがうとましい」、「外にでるのもおっくうだ」、「何もやる気がしない」・・・そんな時はまず、気

軽にかかりつけの医師や保健センターの保健師、地域の民生委員などへ相談してみましょう。そうすることで今

まで一人で悩んでいたことも解決の糸口がみつかるかもしれませんし、そうでなくても少しでも気が晴れるかも

しれません。あなたは決して一人ではないのです。

やまゆりっこ
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

予防接種は済みましたか？

第５回「がん診療アップデート」

二種混合（ジフテリア・破傷風）２期

前年度までは二種混合（ジフテリア・破傷風）２期の予

防接種は小学校での集団接種でしたが、今年度からは医療

機関での個別接種になっています。まだ接種を受けていな

い人は、体調の良い日に接種を済ませましょう。

¡対 象 者 小学校６年生

¡接種期間 ３月31日まで

¡接種回数 １回

¡費　　用 無料

¡実施医療機関

村内では次の医療機関で実施・予約が必要です。

※この他にも河南町・太子町・富田林市の（社）富田林医師

会加入の医療機関でも接種できます。予約の必要な医療

機関もありますので、事前に電話で確認ください。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

村民の皆さんから医療従事者の人を対象に、「がん診療

に必要な緩和医療」について講演を行います。

皆さんふるって参加ください。

日時　２月10日（土） 午後２時～５時

場所　ラブリーホール（河内長野市）

費用　無料

主催　独立行政法人国立病院機構 大阪南医療センター

（がん診療連携拠点病院）

共催　富田林保健所、藤井寺保健所

〈問い合わせ〉

大阪南医療センター企画課

1%35761

日時　３月12日（月） 午後２時～４時

場所　富田林保健所２階講堂

対象　在住、在勤の人

〈申し込み・問い合わせ〉

富田林保健所地域保健課　1@32681

医療機関名 電話番号 所在地

村国保診療所 1&20038 水分195－1

植田診療所 1&21362 小吹68－831

健康診査＆相談など

なかよし広場 ２月６日（火）午前10時
（親と子の交流会）２月21日（水） ～11時30分

あかちゃん広場 ２月21日（水）
午前10時 ０～１歳ごろま

（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児

離乳食講習会 ２月21日（水）午前10時 １歳ごろまでの
（あかちゃん広場に併設） ～11時45分 乳幼児の家族

午後
食事療法が必要

個別健康栄養相談２月16日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善

したい人

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談２月27日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

２月７日（水）
保健師による 健康・育児・介

健 康 相 談
２月９日（金）

護など相談を希
望する人

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
&2
０
０
６
９

や
ま
ゆ
り

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

0歳～幼稚園
入園前の乳幼児
と保護者

第１・３ 午前
一 般 健 康 相 談

水曜日
９時30分 有料・予約制
～10時30分

午前
こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制

～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査

エイズ・梅毒 第１・３ 午後１時

クラミジア 水曜日 ～２時

午前
血　液　検　査 第１・３

９時30分 有料・予約制
［肝炎ウイルス］ 水曜日

～10時30分

療　育　相　談 ２月16日（金）
［富田林保健所］ 予約制

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

身体に障害のある
児（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

］［

（月曜日が祝日
の時は翌日）

午後
１時30分
～３時

午後
１時30分
～３時30分

午前
９時30分
～11時30分

「社会的ひきこもり」の理解と支援について
～エル・シティオの実践から～
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小吹台 金 岡 久 子 さん
＜20歳　天秤座＞

近況は・・・

現在、大阪外国語大学地域文化学科でアラビ

ア語を勉強しています。

夢は・・・

現在、大学で学んでいることを少しでも活か

せる仕事に就くことです。

最近、楽しいと思ったことは・・・

大晦日に大学のサークル（バンド）友達とカ

ウントダウンフェスに行ったことです。楽しい

年越しでした。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

小・中学校の友達が少人数なので、仲が良い

ところが好きです。とても落ち着きます。

来月号は・・・

中学校の同級生の伊藤　航君です。

伊藤君へメッセージを・・・

今度、飲みに行こなぁ!!

小学校２年生のとき、姉妹３人で小吹台
小学校の盆踊りに行ったときです。真ん中
が私です。

H i s a k oKanaoka
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わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

森屋 ぬくとう　やまと くん
（ 抽　　冬　　　大　　和 ）

平成18年１月15日生まれ
“大和”の笑顔が大好きです。

父・将典さん、母・亜矢子さん

水分 むかい　じゅらい ちゃん
（ 向　井　　　樹　　礼 ）

平成13年９月28日生まれ

むかい　かなむ ちゃん
（ 向　井　　　華　　夢 ）

平成14年９月12日生まれ

むかい　だいち くん
（ 向　井　　　大　　照 ）

平成17年８月16日生まれ
三人仲良く元気にすくすく育ってネ。

父・義昭さん、母・ひろみさん

参加者募集中 
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１
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◆
相
談
概
要

20
歳
の
大
学
生
が
同
じ
大
学
の
友
人
に
「
い
い
バ
イ
ト
の
話
し
が
あ

る
」
と
誘
わ
れ
、
ネ
ッ
ト
で
商
品
を
販
売
す
る
マ
ル
チ
組
織
に
加
入
し

た
。「
た
く
さ
ん
の
会
員
を
勧
誘
す
る
と
、
何
も
し
な
い
で
収
入
が
あ

る
」
と
説
明
さ
れ
た
。
登
録
料
の
代
わ
り
に
ビ
ジ
ネ
ス
教
材
を
契
約
し
、

約
70
万
円
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
支
払
う
こ
と
に
し
た
が
、
バ
イ
ト
の
収
入

を
２
倍
の
金
額
で
書
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
２
日
後
、
不
安
に
な
り

解
約
を
申
し
出
た
が
、
再
度
呼
び
出
さ
れ
契
約
を
続
け
る
よ
う
に
説
得

さ
れ
た
。

◆
経
緯
・
結
果

セ
ン
タ
ー
に
相
談
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
で
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

（
無
条
件
解
約
）
期
間
（
20
日
間
）
が
経
過
し
て
い
た
が
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
妨
害
が
あ
っ
た
の
で
、
再
度
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
使
す

る
旨
の
内
容
証
明
を
業
者
に
通
知
す
る
よ
う
に
助
言
。
業
者
は
解
約
に

応
じ
た
。

◆
解
　
説

最
近
、
大
学
生
な
ど
の
若
者
や
障
害
者
が
関
係
す
る
マ
ル
チ
商
法
の

相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。「
楽
し
て
儲
か
る
」「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
だ
」
な
ど
の
文
言
で
誘
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
同
じ
大
学
の
学

生
同
士
や
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
狭
い
社
会
で
広
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
問
題
で
す
。

マ
ル
チ
商
法
は
、
特
定
商
取
引
法
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
中
途
解

約
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ね
ず
み
講
が
金
銭
の
再
配
当
組
織
で
あ
る

の
に
対
し
、
マ
ル
チ
商
法
は
商
品
の
再
販
売
や
紹
介
販
売
な
ど
の
組
織

で
す
。
し
か
し
、
マ
ル
チ
商
法
で
も
、
ほ
と
ん
ど
価
値
の
な
い
パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
や
電
子
ゲ
ー
ム
な
ど
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
高
額
で
契
約
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

被
害
に
遭
う
と
経
済
的
に
損
失
を
被
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
関
係
に

も
ひ
び
が
入
る
な
ど
深
刻
な
問
題
も
残
り
ま
す
。
簡
単
に
儲
か
る
話
な

ど
存
在
し
ま
せ
ん
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
う
ま
い
儲
け
話
に

は
安
易
に
乗
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。「
美
し
い
暮
し
」（
No.
１
８
２
）

掲
載
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

守ろう最低賃金

大
学
の
友
人
に
誘
わ
れ
て
マ
ル
チ
組
織
に

加
入
し
た
が
…

◆
一
般
書

真
実
真
正
日
記
　
　
　
　（
町
田
康
）

七
夕
し
ぐ
れ
　
　
　
　（
熊
谷
達
也
）

華
の
棺
　
　
　
　
　（
西
村
京
太
郎
）

冬
至
祭
　
　
　
　
　
　（
清
水
義
範
）

北
前
船
の
事
件
　
　
　（
平
岩
弓
枝
）

中
原
の
虹
（
第
二
巻
）（
浅
田
次
郎
）

使
命
と
魂
の
リ
ミ
ッ
ト（
東
野
圭
吾
）

失
わ
れ
た
町
　
　
　
　（
三
崎
亜
紀
）

雨
を
見
た
か
　
　
　（
宇
江
佐
真
理
）

血
涙
（
上
・
下
）

（
北
方
謙
三
）

◆
児
童
書

百
発
百
中
恋
う
ら
な
い
！（藤

真
知
子
）

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
ま
も
る
ぜ
！

き
ょ
う
り
ゅ
う
の
た
ま
ご
（
原
ゆ
た
か
）

◆
お
知
ら
せ

【
蔵
書
点
検
】

平
成
19
年
２
月
15
日
〜
28
日
ま
で

蔵
書
点
検
の
た
め
休
室
し
ま
す
。
期

間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
蔵
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

蔵
書
点
検
中
、
２
〜
３
時
間
程
度

都
合
の
つ
く
日
に
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容
は
、
書
架
か
ら
の
本
の

出
し
入
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
の
処
理

で
す
。

【
お
は
な
し
会
】

日
時
　
２
月
７
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所
　
こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象
　
幼
児

〈
問
い
合
わ
せ
〉
社
会
教
育
課

1
&2
１
３
０
０

片

側

は

日

陰

と

な

り

ぬ

鴨

の

川

霜

解

け

ぬ

喋

り

出

し

た

る

軒

雀

樹

の

雫

も

て

身

を

清

め

初

詣

満

月

の

煌

々

と

年

立

ち

に

け

り

釦

つ

け

す

る

だ

け

の

針

納

め

け

り

約

束

の

ご

と

裏

山

に

笹

子

鳴

く

娘

が

三

人

居

り

て

安

け

れ

初

詣

北
　
浦
　
賀
代
子

清
　
井
　
千
代
子

清
　
原
　
隆
　
雄

下
　
門
　
信
　
子

道
　
堀
　
み
さ
江

向
　
　
　
栄
美
子

矢
　
倉
　
菜
　
女

俳

句

コ

ー

ナ

ー

平
成
18
年
９
月
30
日
以
降
の
大
阪
府
最
低
賃
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

時
間
額
　
７
１
２
円

最
低
賃
金
は
、
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
大
阪
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課
　
1
06
（
６
９
４
９
）
６
５
０
２

¡
羽
曳
野
労
働
基
準
監
督
署
　
1
０
７
２
（
９
５
６
）
７
１
６
１



１月８日、くすのきホールで、成人式が開催されまし
た。
今年、新成人となったのは、昭和61年４月２日から昭

和62年４月１日までに生まれた若者たち。男子38人、女
子33人は、式典を通じて大人への仲間入りを再認識して
いました。
また式典終了後には、新成人の20歳の門出を祝福する

アトラクションとして、シープス
ジュニア合唱団による「わたしと
小鳥とすずと」、「千早の四季」が
合唱されました。
その後、ロビーなどでは同窓会

のように再会を喜び、記念撮影な
どあちらこちらで笑顔があふれて
いました。

祝 20歳の門出
●成人式●

昨年12月24日、男子第57回（女子第18回）全国高校
駅伝競走大会が京都市の西京極総合運動公園陸上競技
場を発着点として開催され、大阪府代表の清風高等学
校のエースとして第４区走者に村立中学校卒業生の田
中伸哉選手（３年生）が出場しました。
田中選手は中学校時代、陸上部を近畿大会出場への

原動力として活躍。その後駅伝の名門清風高に進学し、
今回全国大会に出場しました。大会結果は惜しくも31

位でした。
また、１月21日開催の全国都道府県駅伝にも府代表

として（第５区走者で）出場しました。

夢に向かって・・・
●全国高校駅伝競走大会出場●

昨年末から新春にかけ全国4,080校の頂点を目指す第
85回全国高校サッカー選手権大会が首都圏で開催され、
京都府代表の福知山成美高等学校サッカー部で村立中
学校卒業生の山本浩功選手（３年生）が左サイドバッ
クで出場しました。
山本選手は、千早赤阪サニーズＳＣ（当時は千早赤阪

ＳＳＳ）の第16期（2001年３月卒団）の卒団生で小学校
時代は攻守の要のＤＦとして活躍していました。中学
校時代は、川上ＦＣジュニアユースで活躍し、福知山
成美高に進学し、今回全国大会に出場しました。12月
31日の等々力競技場での１回戦で帝京大可児高校と対
戦し、０－２
で惜しくも敗
れました。

●全国高校サッカー選手権大会出場●
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▲山本浩功選手

s
田
中
伸
哉
選
手

▲お礼のことば

誓いのことばs
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

中学生に税の意義や役割を正しく理解してもらうこと
を目的として「税についての作文」（全国納税貯蓄組合
連合会主催）の募集が行われ、4,059編の応募の中から
村立中学校の２人が入賞し、12月13日に表彰式が行われ
ました。
受賞者は次のとおりです。

¡千早赤阪村長賞

村立中学校３年生　杉本美穂さん「税の行き道」
¡南河内納税貯蓄組合連合会長賞

村立中学校３年生　矢倉永理さん「税に対する思い」

「税についての作文」表彰
●村立中学校●

昨年12月中旬頃から奉建塔周辺（二河原辺地区）にス
イセンの花が咲きはじめました。このスイセンは、（社）
千早赤阪楠公史跡保存会が、平成11年に景観向上を図る
ことを目的に、約５万株のスイセンを植えたものです。
スイセンの花は、２月頃が見ごろで、３月上旬頃まで

楽しめます。
“甘い香りが漂うスイセン畑を一度、散策してみませんか”

水仙（スイセン）が見ごろ
● ●

１月３日、生魂神社（大阪市天王寺区）で、村空手道
クラブが恒例の寒稽古を行いました。

30人のクラブ員は素足のまま霜柱の立つ境内で、寒さ
を吹き飛ばす気迫の演舞を行い、多くの参拝者からの拍
手を受けていました。

寒さに負けない!!“空手寒稽古”
●空手道クラブ●



まちを歩くと、はり紙や立看板、広
告旗といった広告物がよく目につきま
す。
これらの広告物は、ある面では私た
ちにとって情報源となる便利なもので
はありますが、無秩序に氾濫すれば、
良好な景観や自然の風景を損ねたり、
歩行や通行の支障となりかねません。
村ではこれらの違法屋外広告物の撤去
を定期的行っています。
道路施設（ガードレール、カーブミ
ラー、防護柵）などの公共物への屋外
広告物の掲出はやめましょう。
〈問い合わせ先〉建設課

選　　挙

富田林市および南河内郡の区域にお
いて、大阪府議会議員の選挙区などが
変更されました。
現在、「南河内郡」の選挙区で議員

数１人、「富田林市」の選挙区で議員
数１人となっていますが、次の大阪府
議会議員一般選挙から「富田林市およ
び南河内郡」の選挙区で議員数２人に
変わります。
次の大阪府議会議員一般選挙は平成

19年４月に執行される予定です。
〈問い合わせ〉選挙管理委員会

催　　し

南河内地区小・中学校の養護学級
と、大阪府立富田林・藤井寺、二つの
養護学校の児童・生徒の1000点を超え
る作品を一堂に集めた「なかよし作品
展」を開催します。
日時　２月７日（水）～９日（金）

午前９時～午後８時
ただし、９日（金）は午後３時
までです。

場所 すばるホール３階展示室
（富田林市）

主催 南河内地区小・中学校養護教育
研究会

〈問い合わせ〉

学校教育課　1&21300

南河内農と緑の総合事務所では、太
子町でぶどう栽培の支援を希望する府
民を対象に「平成19年南河内ぶどう塾」
を開催します。ぜひ参加ください。
開催日　２月21日（水）～９月12日（水）
※原則として水曜日実施（ポイント研
修）また、随時補講有り（一般研修）
場所　太子町内ぶどう塾研修園ほか
※園地は近鉄南大阪線「上の太子駅」
から約４ｋｍ。バスはありません。
受講資格

ぶどう栽培基礎技術の取得を希望し
研修終了後、南河内地域のぶどう農家
の栽培作業の支援ができる人
定員 30人（応募者多数の場合は抽選）
費用 無料（ただし、交通費、保険料、

教材費などは参加者負担）
応募方法

往復はがきに①住所、②氏名、③年
齢、④電話（Fax）番号、⑤職業、⑥
農業経験、⑦農業に関して思うことを
記入のうえ、下記まで郵送してくださ
い。
応募期間 ２月１日（木）～13日（火）

（必着）
〈応募先・問い合わせ〉

〒586－0031 富田林市寿町2-6-1
大阪府南河内農と緑の総合事務所
農の普及課　ぶどう塾担当
1@51131（内線269）

募　　集

村テニス連盟では、初心者・中級者
を対象とした第41回講習会を開催しま
す。

18

なかよし作品展

日時　３月11日（日）～　毎週日曜日
各回共午後１時～（全６回）

場所　村立テニスコート
費用　4,000円
定員　20人（先着順）
受付　３月２日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

瓦谷義弘　1&27644

日時　３月18日（日）
午前10時～２時間程度

場所　トレーニングルーム（２階）
内容 トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
資格　16歳以上の人
定員　15人（先着順）
受付　３月16日（金）の午後５時まで
服装　運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用　500円
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に1回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

将来の自衛隊を担う幹部自衛官を養
成するコースです。
応募資格

日本国籍を有する20歳以上26歳未満
の者（22歳未満の者は大卒見込み含む）
受付

４月初旬～５月初旬
試験日

５月下旬（１次）、６月下旬（２次）
合格発表

６月中旬（１次）、９月上旬（最終）
身分・待遇・その他

¡身分は特別職国家公務員
¡昇給年１回、諸手当有り、週休２日
制、年次休暇（年24日）など

〈申し込み・問い合わせ〉

自衛隊富田林募集事務所
1@43799

大阪府議会議員の選挙区
などの一部が変わります！

南河内ぶどう塾

テニス初・中級者講習会
受講者

トレーニング講習会
受講者

防衛省自衛官
幹部候補生（一般・技術）



福　　祉

児童手当（10月分から１月分）を２月
13日（火）に振り込みます。受給してい
る人は、口座への入金を確認してくだ
さい。
支給月額

¡１人目および２人目の児童 5,000円
¡３人目以降は１人につき 10,000円
住所、受給者、児童数などに変更が
あった場合は、必ず届けてください。
受給者がサラリーマンで、厚生年金な
どに加入している場合、退職や転職を
すると受給資格がなくなることがあ
り、後日返還金が生じる場合がありま
す。このような場合は、引き続き受給
できるか問い合わせてください。
〈問い合わせ〉健康福祉課

対象条件

①18歳未満の児童及び18歳に達した日
からその日以降最初の3月31日まで
の間にある児童
②①の児童を監護する父または母
③父母のいない①の児童を養育する養
育者
（所得制限あり。例：２人世帯 230

万円）
申請手続きに必要なもの

事前に下記まで問い合わせください。
助成の内容

健康保険証を使って診療（保険診療
に限る）を受けたとき、医療機関に支
払う医療費の自己負担額の一部を助成。
〈問い合わせ〉保険課

国 民 年 金

国民年金や厚生年金保険などの老齢
を支給事由とする年金（老齢基礎年
金・老齢厚生年金・老齢年金・通算老
齢年金など）を受けている人に「平成
18年分公的年金等の源泉徴収票」が1

月末までに社会保険業務センターから
送付されます。
この「源泉徴収票」には、平成18年

中に受けられた年金額、源泉徴収され
た所得税額、介護保険料額などが記載
されていますので、所得税の確定申告
をする際は、添付書類の一つとして必
要になります。
紛失や２枚以上必要な場合は、社会

保険事務所で再交付の申請をしてくだ
さい。
なお、障害年金や遺族年金などは課

税対象となっていないため、この源泉
徴収票は送付されません。
〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所
106（6772）7531

年金受給者には、引き続き年金を受
ける権利があるかどうか確認のため、
毎年１回誕生月に現況届の提出が必要
でしたが、社会保険庁では、皆さんの
手続きの簡素化を図るため、昨年12月
の誕生月の人から、住民基本台帳ネッ
トワークシステムを活用した現況確認
を行うこととしました。
住民票コードが確認できた人は、住

民基本台帳ネットワークシステムを通

じて現況確認を行うため、現況届の提
出が不要となります。
ただし、住民基本台帳ネットワーク
システムを活用した現況確認を行えな
い人については、今後も現況届の提出
が必要となります（ただし、20歳前の
障害による障害基礎年金を受けている
人、福祉年金から切り替わった障害基
礎年金・遺族基礎年金を受けている人
は毎年７月に提出が必要です）。
〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所
106（6772）7531

国民年金保険料や年金受給資格など
の相談に応じる年金相談や集合徴収を
天王寺社会保険事務所が行います。年
金について不明な点があれば、ぜひこ
の機会に相談してください。また、保
険料の納め忘れがありましたら納めて
ください。案内状の届いた人をはじめ、
どなたでも気軽にお越しください。
相談・徴収日

２月７日（水）
午前11時～午後３時30分
いきいきサロンくすのき（健康相談
室）

〈問い合わせ〉

¡天王寺社会保険事務所
106（6772）7531

¡村保険課

まちづくり
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お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

児童手当 年金の源泉徴収票が送付されます

平
成
18
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
11
期
（
２
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
19
年
２
月
28
日（
水
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
２
月
23
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

ひとり親家庭医療助成の
申請を

年金の現況届が
原則不要となりました

国民年金集合徴収・
年金相談

違法広告物のない
美しいまちに
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談
２月１日（木）・２月15日（木）
３月１日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

２月１日（木）児　　童

２月15日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

２月２日（金）
６日（火）・９日（金）
13日（火）・16日（金）
20日（火）・23日（金）
27日（火）
３月２日（金）
６日（火）

２月15日（木）

２月28日（水）

２月16日（金）予定

２月27日（火）予定

２月28日（水）予定

２月８日（木）
22日（木）

２月７日（水）
３月７日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,660人（－20）

男　　3,175人（－６）

女　　3,485人（－14）

世帯数　2,322戸（－３）

12月末日現在、（ ）は対前月比

華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会では、今なお残る歴

史をテーマに、古墳、社寺、文化遺産など歴史を訪れるハイキング

「古代の浪漫を訪ねて」（3回シリーズ）を行います。ぜひ参加くださ

い。

月日　2月25日（日）

※小雨決行（荒天の場合は3月4日（日）に延期）

集合・受付場所　

近鉄・藤井寺駅前　午前9時30分～10時

参加方法　参加自由（現地集合）

コース　近鉄・藤井寺駅→吉村家住宅→雄略天皇陵→アイセルシュラ

ホール→日本武尊白鳥陵→源氏三代墓→壺井八幡宮→河内ワ

イン館（河内ワインの試飲・販売・講演会を予定/ゴール）→

杜本神社→近鉄・駒ヶ谷駅（徒歩約16km）

参加特典　参加賞（毎回抽選で100人）、完歩賞（シリーズ全3回を完

歩した方全員に商品をプレゼント）

費用　無料（拝観料などは自己負担）

〈問い合わせ〉

¡華やいで大阪・南河内観

光キャンペーン協議会事

務局（千早赤阪村役場産

業振興課内）

1&21447

¡近鉄大阪ハイキング係

106（6775）3566

¡南海テレホンセンター

106（6643）1005

みなみかわち歴史回廊
<古代の浪漫を訪ねて>
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